
2023 年度 動物の行動と管理学会 総会報告 

 

日時：2023 年 9 月 15 日（金）12:40-13:30 

場所：酪農学園大学 中央館学生ホール（対面） 

 

1） 2022 年度活動報告について、以下の事項を承認した。 

① 役員会（リモート、対面およびメール審議）を開催した。 

② 研究発表会、シンポジウムを開催した。 

③ ISAE 参加助成の募集をおこない、1名の会員に助成をおこなった。口頭発表者向け国際

学会参加助成には応募がなかった。 

④ 学会ウェブサイトで学会に関する情報について更新するとともに、ML の運営をおこな

った。 

⑤ ニュースレターは、は 2022 年 10 月、2023 年 4 月、2023 年 6 月の 3回発行した。 

⑥ 学会誌「Animal Behaviour and Management」の第 58 巻として、4号（224 頁）を発行

した。2022 年度における掲載論文数は、原著論文 9 編、短報 0 編、総説 1 編、資料 4

編、書評 2編であった。2023 年度は第 59 巻として、3号（126 頁）まで発行済み。2023

年度 8 月末時点の投稿論文数は、原著 6 編、短報 1 編、資料 2 編。8 月 17 日時点で昨

年度 3 月からの Reject（取り下げ含む）は 0 編、掲載済みが 2 編、現在審査中が 7 編

であった。 

⑦ J-STAGE における ABM 誌（統合前の日本家畜管理学会誌・応用動物行動学会誌（第 44

巻～第 54 巻：論文記事数 669）および統合後の動物の行動と管理学会誌（第 55 巻～第

59 巻：論文記事数 44）の合算）のアクセス数および全文 PDF のダウンロード数は、2022

年の 10 月～11 月に大きな伸びを示し、それ以外は比較的安定的に推移している。 

⑧ 2022 年度の入退会者はそれぞれ 26 名と 16 名であり、2023 年 3 月 2日時点での会員数

（予算根拠）は 262 名（正会員 229 名 学生会員 28 名 法人会員 5名）となった。 

⑨ 2022 年度一般会計決算、特別会計決算書（資料 1）および 2022 年度会計監査報告（資

料 2）があった。また、監事は会計だけではなく学会業務全般も正確・適正に運営され

ている旨確認したことがわかるよう、監事監査意見書の文言を修正することとした。 

 

2） 2023 年度事業計画について、以下の事項を承認した。 

①役員の交代があり新役員が決定された（資料 3）。 

②理事会および総会の開催 

・ 2023 年 4 月 3 日に役員会をリモートで、2023 年 9 月 14 日に役員会を酪農学園大学で、

9月 15 日に総会を酪農学園大学で開催することとした。 

③研究発表会、シンポジウム、夏の学校、現地検討会の開催 

� 2023 年 9 月 14 日～15 日に研究発表会を酪農学園大学と Zoom で開催することとした。



9 月 15 日に公開シンポジウム「ドローンからみた動物の行動と管理」を酪農学園大学

と Zoom で開催することとした。9月 13 日夏の学校を北海道クリスチャンセンターとウ

ェビナーで開催することとした。9 月 16 日に現地検討会を札幌市円山動物園で開催す

ることとした。 

④国際連携、広報および学会誌 

� 国際応用動物行動学会派遣等基金によるISAE2023への参加助成を実施することとした。

同様に、国際学会参加助成（口頭発表者向け）も募集することとした。 

� 学会ウェブサイトおよび FBページで学会についての情報を発信する。また、会員相互

の親睦を図ることを目的として年 3回(5 月、10 月、1月)を目標にニュースレターを発

行することとした。 

� 学会誌「Animal Behaviour and Management」を第 59 巻として、4号発行する。このう

ち、第 3号については大会発表要旨を掲載し、冊子体として印刷する。 

⑤会計 

2023 年度一般会計予算および 2023 年度特別会計予算を資料 4のように計上した。 

 

3） その他 

（1）総会資料、役員会資料、その他などの学会記事 

今度、学会誌へ掲載する学会記事内容を以下の通りとすることが承認された。 

1 号：学会記事なし。法人会員に冊子体郵送、一般会員は論文部分のみ JSTAGE で閲覧可。 

2 号：学会記事なし。法人会員に冊子体郵送、一般会員は論文部分のみ JSTAGE で閲覧可。 

3 号：講演要旨を含む号なので、学会記事として会費納入依頼を掲載（振込用紙同封）。法

人会員、一般会員にも冊子体郵送。 

4 号：学会記事として総会報告を掲載。法人会員に冊子体郵送、一般会員は論文部分のみ

JSTAGE で閲覧可＋学会記事も PDF を ML配信。 

また、総会報告は会員以外誰でも確認できるように過去分も含めて HP に掲載することと

した。 

（2）ABM の発行日の変更 

発行間隔を均等化するため、1号を 2月、2号を 5月、3号を 8月、4号を 11 月（いずれ

も発行日は 25 日）と変更することが承認された。 

（3）ABM の投稿論文の補助資料の掲載方法とその様式 

次の通り承認された。 

補助資料は、図、表、写真、文章、動画の掲載は可能であり、J-stage（電子付録）のみ掲

載とする。投稿時は Word で作成し、J-stage では PDF で掲載。1ページ目は表紙、2ページ

目以降データ（図、表、写真、文章）とする（資料 5）。著者が希望すれば、エクセルや動画

（1ファイル 50MB 以下）など PDF 以外の掲載も可。 

（4）入退会処理方法 



学会 HP に入退会申し込みを掲載し、対応窓口を庶務理事に一本化することが承認された。 

（5）会員・会計管理システム導入 

持続可能な学会運営のため次の通りシステム導入が承認された。 

株式会社ブランドコンセプトのアワード会員管理・参加登録システムを利用する。当学会の

場合、年額 5万円程度で利用できる点から、当分は収入増を計画しなくても良いため、大会

参加費の徴収は当面見送る。ただし、収支のバランスを見て将来的に大会参加費を徴収する

計画とする。ただし、その場合でも学生会員は引き続き大会参加費を無料とする。 

（6）大会発表におけるルール 

 発表者 1名につき申し込みできる演題数は 1題に限り、いずれの発表形式でも発表者は 1

名とする。また、これらを大会募集要項に明文化することが承認された。 

 

  



資料 1：2022 年度一般会計および特別会計決算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 2：2022 年度会計監査報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3：役員案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 4：2023 年度予算（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5：補助資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


